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徐放性製剤を粉砕して投与したことにより
体内に有効成分が急速に吸収され、患者に
影響があった事例が報告されています。

徐放性製剤を粉砕して投与した事例が４件報告されています（集計期間：２０１４年

１月１日～２０１９年１１月30日）。この情報は、第５３回報告書「分析テーマ」で取り

上げた内容をもとに作成しました。

◆徐放性製剤は、有効成分の放出の速度、時間、部位が調節された製剤です。

◆薬剤名のL（long）、LA（long acting）、R（retard）、SR（sustained release）、CR（controlled release）

　などは徐放性を示しています。

◆報告された事例は、経鼻栄養チューブや腸瘻カテーテルから薬剤を投与した事例です。

件数患者への影響

1

2

1

ニフェジピンCR錠

（持続性Ca拮抗剤／

高血圧・狭心症治療剤）

ケアロードLA錠

（経口プロスタサイクリン（PGI２）

誘導体徐放性製剤）

オキシコンチン錠

（持続性癌疼痛治療剤）

徐放性製剤

（薬効分類）

血圧低下

血圧低下

意識レベルの低下

呼吸状態の悪化

徐放性製剤のイメージ

速放性

徐放性

徐放顆粒

http://www.med-safe.jp/pdf/report_2018_1_T002.pdf
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の一環と

して総合評価部会委員の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。

　本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページをご覧ください。 http://www.med-safe.jp/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するもの

ではありません。

※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。

事 例 1 

研修医は、患者が経鼻栄養チューブを挿入していることを知らず、ニフェジピンCR錠

20mgを処方した。看護師は薬剤部より届いたニフェジピンCR錠を粉砕して経鼻栄養

チューブから投与した。1時間後、血圧が80mmHg台に低下した。病棟薬剤師が

患者の急激な血圧低下の原因を調べたところ、徐放性製剤を粉砕して投与していた

ことに気付いた。

事 例 2 

患者は、肺高血圧症に対し、ケアロードLA錠を内服していた。入院後、患者は気管挿管

され、経鼻栄養チューブが挿入された。看護師は、ケアロードLA錠を粉砕して経鼻栄養

チューブから連日投与していた。毎回、投与後に血圧が低下したため、ケアロードLA錠

の添付文書を確認したところ、徐放性製剤であり、粉砕して投与したことにより急激

な血圧低下をきたしたことに気付いた。

・徐放性製剤は、有効成分の放出が調節された製剤であり、粉砕し

てはいけないことを理解する。

・処方されていた錠剤を病棟で初めて粉砕する際は、粉砕しても良い

　かを薬剤師に問い合わせるか、添付文書で確認する。

事例が発生した医療機関の取り組み

上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。


